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1. 設置の経緯 
2. センター構成 
3. 活動概要 
4. 改組・再編



設置の経緯

３つの学術センターを 
創設 

  =>

　　　　と　　　を 
重点研究センター 
として強化

筑波大学研究力強化実現構想 
 (2013/6 提出 => 2013/8 採択)



 研究論文に着目した

日本の大学ベンチマーキング日本の大学ベンチマーキング日本の大学ベンチマーキング !"##

http://data.nistep.go.jp/dspace/handle/11035/1144

筑波大学全体の位置づけ（Q2V1)
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研究論文に着目した!
日本の大学ベンチマーキング"#$%!

調査資料－"&'!

研究論文に着目した
日本の大学日本の大学日本の大学ベンチマーキング

! ! ! ! ! ! ! ! －大学の個性を活かし、!
! ! ! ! ! ! ! ! ! ! 国全体としての水準を向上させるために－!

! ! 大学ベンチマーキングシリーズ!

"#$%年$"月!
! ! ! !

文部科学省! 科学技術・学術政策研究所! ! ! !
科学技術・学術基盤調査研究室!

!
阪! 彩香!!! ! ! !伊神正貫!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!! ! ! !

http://www.nistep.go.jp/archives/25388
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!

!

（注 "）# クラス䛾変化と $ クラス䛾変化："%%%&'(()年と '((%&'(")年を比較したクラス変動。緑色䛿上昇、黄色䛿変化なし、赤色䛿下降で

ある。#伸び率と $伸び率："%%%&'(()年と '((%&'(")年を比較した論文数と $値䛾伸び率。緑色䛿、伸び率 '(％以上䛾場合、黄色䛿伸

び率 (以上 '(％未満䛾場合、赤色䛿伸び率マイナス䛾場合である。!

（注 '）*+数と䛿、"%,サブジェクトカテゴリにおいて、当該大学が世界被引用数上位 '((位に入るサブジェクトカテゴリ䛾数である。!
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図表! "#! 物理学分野における日本の大学の量と質の状況（$%%&'$%("年）!

!

（注 "）# クラス䛾変化と $ クラス䛾変化："%%%&'(()年と比較したクラス変動。緑色䛿上昇、黄色䛿変化なし、赤色䛿下降である。!

（注 '）#伸び率と$伸び率："%%%&'(()年と比較した論文数と$値䛾伸び率。緑色䛿伸び率 '(％以上䛾場合、黄色䛿伸び率 (以上 '(％

未満䛾場合、赤色䛿伸び率マイナス䛾場合である。!

大学名
Vクラス
の変化

)
伸
び
率

Qクラス
の変化

*
伸
び
率

大学名
Vクラス
の変化

)
伸
び
率

Qクラス
の変化

*
伸
び
率

大学名 大学名

東京大学 % % 早稲田大学 ( ( 総合研究大学院大学 % ( 立命館大学 % (

京都大学 % ( 広島大学 % $ 神戸大学 % ( 愛媛大学 ( $

東京工業大学 % % 筑波大学 % ( 千葉大学 % $

大阪大学 % ( 信州大学 ( $

名古屋大学 % $ 大阪市立大学 % (

首都大学東京 % (

岡山大学 % $

東北大学 % % 九州大学 % $ 東京理科大学 % ( 金沢大学 % $

電気通信大学 % % 青山学院大学 % (

新潟大学 % '( 埼玉大学 % $

北海道大学 % % 慶應義塾大学 % % 山形大学 % %

東京農工大学 % '$

横浜国立大学 % %

日本大学 '( %

茨城大学 % $

大阪府立大学 '( '(

名古屋工業大学 '( %

九州工業大学 % %

静岡大学 '( '$

+*(,
12％以上

+*$,
9％以上
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[V1]世界シェア0.5％以上 [V2]世界シェア0.25％以上0.5％未満 [V3]世界シェア0.1％以上0.25％未満

第#層

筑波大学全体の位置づけ（Q2V1)
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図表! "#! 化学分野における日本の大学の量と質の状況（"$$%&"$'(年）!

!

（注 "）# クラス䛾変化と $ クラス䛾変化："%%%&'(()年と比較したクラス変動。緑色䛿上昇、黄色䛿変化なし、赤色䛿下降である。!

（注 '）#伸び率と$伸び率："%%%&'(()年と比較した論文数と$値䛾伸び率。緑色䛿伸び率 '(％以上䛾場合、黄色䛿伸び率 (以上 '(％

未満䛾場合、赤色䛿伸び率マイナス䛾場合である。!
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図表! "#! 材料科学分野における日本の大学の量と質の状況（$%%&'$%#"年）!

!

（注 "）# クラス䛾変化と $ クラス䛾変化："%%%&'(()年と比較したクラス変動。緑色䛿上昇、黄色䛿変化なし、赤色䛿下降である。!

（注 '）#伸び率と$伸び率："%%%&'(()年と比較した論文数と$値䛾伸び率。緑色䛿伸び率 '(％以上䛾場合、黄色䛿伸び率 (以上 '(％

未満䛾場合、赤色䛿伸び率マイナス䛾場合である。!
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図表! "#! 計算機科学・数学分野における日本の大学の量と質の状況（$%%&'$%("年）!

!

（注 "）# クラス䛾変化と $ クラス䛾変化："%%%&'(()年と比較したクラス変動。緑色䛿上昇、黄色䛿変化なし、赤色䛿下降である。!

（注 '）#伸び率と$伸び率："%%%&'(()年と比較した論文数と$値䛾伸び率。緑色䛿伸び率 '(％以上䛾場合、黄色䛿伸び率 (以上 '(％

未満䛾場合、赤色䛿伸び率マイナス䛾場合である。!
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＜表の見方＞
1999-2003年との比較
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設置の経緯 (prehistoric)
＊　気にしたこと：文科省 => 筑波大学 => 系への集中投資の受け皿としての「センター」
　　　　文科省から見える筑波大の強みをさらに強化するものであること 
　　　　大学内での集中投資(学長governance)の理由を、執行部が他の系に説明できること 
　　もちろん、同時に、外部資金獲得の活動中心 
＊　学長からの「とんがり」＆ 「まずは基礎集中」 の指示。　=> 系内でセンターの構成を調整 
＊　部局細則を整備。2014/9/1 に発足させる。
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2014/9/1　発足式 ＠ 筑波大学会館 国際会議室 
永田学長、副学長/理事の皆さん、KEK 岡田理事、産総研 佐藤触媒化学センター長



大学・系からの支援
人事枠

研究力強化促進事業で文科省から配分された３億円は、URA整備と国際化で消滅。 

筑波大学「戦略イニシアティブA」として、2014年度は 500万円 
　　2015年度以降は、人件費upによる大学全体の予算不足で一律カットされ、400万円／年 
　　　＋　TGSW　数十万円／回 
＋ 系の共通費から（2015-2016年度 ≈450万円、2017年度 140万円）

基本は自助努力！！

予算

ともかく、これらで活動を開始。=> その「実績」により、外部資金に応募。 
プラスのスパイラルを目指して自転車操業。 
成果が出たら、中間評価、最終評価を通じて、スペースや予算/人事ポイントを大学に要請。

筑波大学　　全学戦略枠　　　　　　　P   x 2 (+1)
　　　逆問題、環境エネルギー材料/TIMS、（南極：研究力強化促進事業以前に配置）
筑波大学　　国際テニュアトラック　　助教 x 3

　　　宇宙史２(Higgs, QGP)、環境エネルギー材料/TIMS１(計測) 
数理物質系　国際テニュアトラック　　助教 x 1

　　　逆問題 
海外教育・研究ユニット招致　　　　　１件（PI + 副PI) 

　　　環境エネルギー材料/TIMS
国際TT大学枠の１は当初逆問題で進めようとしたが、執行部から却下される。「研究力強化への貢献が不十分。」 
論文生産率の高いQGPに切り替え、逆問題は系独自の国際TTとして採用。 
環境エネルギー材料/TIMS枠の全学戦略枠と国際TTは、TIMSで検討した結果、西堀チーム+海外ユニットの体制構築に集中活用することになった。



数理物質融合科学センター

宇宙史国際研究拠点 
（朝永センター）

環境エネルギー材料研究拠点 
（白川センター）

共用施設室 
装置管理・共同利用

連携支援室 
国際連携・つくば連携

・・・

東北大

極地研

TIA-nano

KEK連携KEK連携

CERN

KEK連携

BNL

KEK連携

ALMA

CERN

BNL

ALMA

・・・

ナノテクプラットフォーム

オープンファシリティー

計算科学 
研究センター

TARA 
センター ・・・

産総研産総研

物材研

・・・

KEK

ナノテクプラットフォーム

オープンファシリティー

量子ビーム

TIA連携
大学院

宇宙史 
国際教育 
コース

教育改革 
構想

学士・ 
大学院 
一貫教育

ナノバイオ施設

運営協議会

センター運営室
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宇宙史 
コンソーシアム

環境エネルギー材料 
コンソーシアム

極地研

国立天文台

南極天文 
コンソーシアム

融合研究企画室 
分野融合支援・新領域開拓

センター長

構成 (2014年発足当初)

２拠点（５部門）+ １推進室



最初は 
　・朝永センター（宇宙史） 
　・白川センター（材料科学＋TIA＋パワエレ＋化学） 
　・逆問題研究拠点 
を束ねる「機構」を構想。 

しかし、「機構」の学則上の位置付けが未整備だったので、早期実現のために、 
全体を「センター」とし、 
　・「拠点」　：次の段階でセンターをめざす 
　　　　宇宙史研究拠点　＋　環境エネルギー材料研究拠点 
　・「推進室」：次の段階で拠点をめざす
　　　　逆問題研究推進室　（＋　適宜新設） 
を構成単位とした。

数理物質融合科学センター

宇宙史国際研究拠点 
（朝永センター）

環境エネルギー材料研究拠点 
（白川センター）

・・・

東北大

極地研

BNL

ALMA

・・・

計算科学 
研究センター

TARA 
センター ・・・

TIA連携
大学院

宇宙史 
国際教育 
コース

教育改革 
構想

学士・ 
大学院 
一貫教育
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宇宙史 
コンソーシアム

環境エネルギー材料 
コンソーシアム

国立天文台

南極天文 
コンソーシアム

融合研究企画室 
分野融合支援・新領域開拓



センター長（発足時：数理物質系長）

宇宙史国際研究拠点 
拠点長(コーディネーター)：金信弘教授

環境エネルギー材料研究拠点 
拠点長(コーディネーター)：鍋島達弥教授

融合研究企画室 
室長：センター長

　南極天文部門 
　（南極天文台） 

構成教員： 
　中井直正(PI)、 
　久野、瀬田、 
　永井 

連携教員： 
　大塚、磯崎、 
　梅村、森、吉川K 
　 
　

  
　素粒子構造部門 

構成教員： 
　受川史彦(PI)、 
　石橋、原、 
　武内、佐藤K、 
　大川 

連携教員： 
　金、佐藤Y 

　

　クォーク・核物質 
　　　　　　　部門 

構成教員： 
　江角晋一(PI)、 
　中條、益井、 
　小澤、Busch 

連携教員： 
　三明、金谷、 
　藏増、谷口 

 逆問題研究推進室 

構成教員： 
　磯崎洋(室長)、 
　千原、金子 

連携教員： 
　青嶋、秋山、 
　田崎、竹内、 
　竹山、梁、加藤、 
　宮本、森田、 
　石井、坪井、 
　照井、矢田、 
　中井

　エネルギー貯蔵・ 
　変換物質部門 

構成教員： 
　守友浩(PI) 
　西堀、(選考中) 

連携教員： 
　小島、櫻井、 
　丸本、安田、 
　駒場、荒川、 
　雨宮、関口、 
　秋本、新井、 
　岡田、重田、 
　小野田、池沢、 
　大塩、末益、 
　柳原

　物質変換材料 
　　　　研究部門 

構成教員： 
　中村潤児(PI) 
　神原、山本 

連携教員： 
　近藤、鍋島、 
　西堀、藤田、 
　後藤、木島、 
　岡田、森、竹口、 
　周、藤谷

人員 (2014年発足当初)

構成教員：25 ＋ 連携教員



２拠点（５部門＋１チーム）+ ２推進室

数理物質融合科学センター 
Center for Integrated Research in Fundamental Science and Engineering

共用施設室 
Office of Shared Facilities

連携支援室 
Office of International 
Innovation Interface

運営協議会 
Steering Committee

センター運営室 
Office of Administration

融合研究企画室 
Design Office of Integrated Research

センター長 Director

学際物質科学研究センター (TIMS)計算科学研究センター (CCS) ・・・

宇宙史国際研究拠点 
Research Core for the History 
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環境エネルギー材料研究拠点 
Research Core for Developing Energy 
and Environment-friendly Materials
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2017/1 以降

構成 (2017年度)



センター長：金谷和至

宇宙史国際研究拠点 
拠点長(コーディネーター)：受川史彦

環境エネルギー材料研究拠点 
拠点長(コーディネーター)：鍋島達弥

融合研究企画室 
室長：センター長

南極天文部門 
 (南極天文台) 

　中井直正 
　久野成夫 
　新田冬夢 
　渡邉祥正 
　徂徠和夫 

連携教員： 
 瀬田(関西学院大) 
 関本(国立天文台) 
 磯崎、梅村 
 森、 吉川K 
　 
　

 素粒子構造 
　　　　部門 

　武内勇司 
　石橋延幸 
　原 和彦 
　佐藤構二 
　大川英希 
　飯田崇史 
　伊敷吾郎 
　佐藤勇二 
　吉田拓生 
　池上陽一 
　金 信弘 
　Soo-Bong Kim 
　　（ソウル国立大） 

連携教員： 
　受川 

 クォーク・ 
　核物質部門 

　江角晋一 
　中條達也 
　小澤 顕 
　三明康夫 
　O. Busch 
　金谷和至 
　山口貴之 
　小沢恭一郎 
　佐甲博之 
　坂井真吾 
連携教員： 
　藏増、谷口Y 
　鈴木 
　杉立(広大) 
　浜垣 
　　(長崎総合科学大) 
　秋葉(理研) 
　永宮(理研) 
　郡司(東大) 
　志垣(広大)

数理物質融合科学センター

 数理科学 
　研究推進室 

　青嶋 誠 
　秋山茂樹 
　金子 元 
　木下 保 
　田崎 博之 
　照井 章 
　磯崎 洋 

連携教員： 
　矢田、佐垣 
　竹山、梁 
　久保、守屋 
　中井

光量子計測器 
　開発推進室 

　原 和彦 
　西堀英治 
　冨田成夫 
　江角晋一 
　近藤剛弘 
　武内勇司 
　金 信弘 

連携教員： 
　新井(KEK)、 
　浮辺(AIST)、 
　志岐(AIST) 

 エネルギー 
 貯蔵・変換 
　　物質部門 
　守友 浩 
　西堀英治 
　岡田 晋 
　笠井秀隆 
　小林 航 
　丹羽秀治 
　V.R. Hathwar 
連携教員： 
   櫻井、Bo Iversen 
　末益、柳原、丸本 
　重田、小島 
(NIMS): 安田、Islam 
   韓礼、竹口、坂田 
   梅澤 
(AIST): 大谷 
(KEK): 雨宮、神山 
(JASRI): 大石 
(CNRS): Pralong 
(台湾放射光):  
     岡本, Huang 
(東京理科大):  
    駒場、荒川

 物質変換材料 
　　　　部門 

　中村潤児 
　神原貴樹 
　山本洋平 
　近藤剛弘 

連携教員： 
　鍋島、西堀 
　藤田、後藤 
　木島、岡田 
　森(NIMS) 
　竹口(NIMS) 
　周(AIST) 
　藤谷(AIST)

  
バイオ 
 エネルギー 
　研究チーム 
　鍋島達弥 

連携教員： 
　辻村清也 
　加納英明

2017/4/1rev

人員 (2017年度)

構成教員：48（国際TT：4，CA：6, 海外ユニットPI：1）＋ 連携教員 ＋ 研究員



活動概要 
2014/9 ～ 2017/9



活動概要 (1)

研究体制の強化・展開

2014/9/1 発足

国際TT助教 大川英希（素粒子）2014/8 着任　=>　スイス・CERN
Oliver Busch（QGP）2014/12 着任　=>　ドイツ・ハイデルベルク大学 
笠井秀隆（エネルギー貯蔵変換）2015/4 着任　=>　デンマーク・オーフス大学 
金子元（逆問題）部局国際TT 2014/7 着任　=>　フランス・ストラスブール大学

１件：環境エネルギー材料研究拠点/TIMS
デンマーク・オーフス大CMC Bo Iversen教授(PI) 2016/3 採用
V.R Hathwar助教(副PI) 2016/5 着任

全学戦略枠 逆問題研究推進室(数理科学研究推進室)　千原浩之教授 
環境エネルギー材料研究拠点/TIMS　西堀英治教授
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融合研究の国際的ハブ構築
を目指して

国 -> 筑波大 -> 数理物質系への投資の attractor/recepter、外部資金獲得の活動中心として 
系（大学）の「とんがり」の発展形への接続中心として

海外教育・研究ユニット招致

光量子計測器開発推進室 (2015/10)：両拠点を繋いで先端計測器開発、TIA-ACCERELATEの筑波大拠点 
バイオエネルギー研究チーム (2015/10)：環境エネルギー材料研究拠点の展開の芽として
数理科学研究推進室 (2017/1) : 逆問題研究推進室を改組・再編し、AI など、より広範な融合研究・連携を準備

公募スペース（人文社会学系B棟1階10部屋）採択 (2016/4)：　CiRfSE活動中心として整備

H28筑波大学プレ戦略イニシアティブ「光と物質・生命科学のアンサンブルによる新現象の発掘と解明」(山本洋平准教授) 
　2016/11 キックオフ

研究集会 国際会議 TGSW2014, 2015, 2016, 2017  
CiRfSEワークショップ ３回

連携サロン ７回、宇宙史サロン ３回
その他 研究会・WS  多数



活動概要 (2)
国立大学機能強化促進経費「宇宙史国際研究拠点形成＋朝永センター整備」

新たな展開に向けて

2016年度概算要求 (2015/夏) => 採択
国立大学機能強化経費 (2016-2021) 
2016年度：24,800千円
2017年度：24,800千円＋10,500千円
計算科学研究センターと協力して推進

海外教育・研究ユニット招致 １件 
クロスアポイントメント教員 ６名 
全学戦略枠助教 １名、任期付き助教 １名 
客員教員、研究員． 
新センター設置準備

国立大学機能強化経費「宇宙史の暗黒を照らす国際研究拠点形成」
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5つの実験プロジェクト全てが学術会議マスタープラン(2014)に採択。 
内３つは筑波大が中核機関。

CCSにおける理論融合研究の実績により、 
実験・理論を融合させた宇宙史研究体制を構築。

　CiRfSE環境エネルギー材料拠点＋TIMS＋パワエレで、
　基礎研究と産業応用を繋ぐ研究・開発センター構築。

統合的エネルギー貯蔵・変換・節約システムの構築に向けた 
革新的エネルギーデバイス開発拠点

開 
発 
部 
門 

基 
礎 
部 
門

統合的エネルギー貯蔵・変換・節約システム構築

異なるエネルギーデバイス技術の融合：基礎学理を通じて初めて可能

排熱利用 省エネ

基
礎
と
応
用
の
融
合
に
よ
る
課
題
解
決
と
 

新
原
理
・
新
物
質
の
迅
速
な
応
用
／
展
開
 

=>
  イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
牽
引

産業界

学
理
　
マ
テ
リ
ア
ル
探
索
　
試
作
　
評
価
　
実
装

つくば連携

国際連携

学内連携

国内連携

生体熱発電シート 低価格燃料電池 車載用インバータ

白川センター 
基礎研究レベルでの分野融合

貯蔵 変換
熱発電 
熱電池 パワエレ非白金触媒

節約

エネルギー・コンソーシアム 
産業ニーズの受信窓口 
産業界への発信母体

かけはし 
白金フリー触媒

かけはし 
熱発電素子

建設場所

13

コンコルデイア基地 ＠ドームＣ

・フランス・イタリアが共同で運用
・越冬基地（定員!"名） （夏は!"名）

・設備・運用が非常に優れている。
・重機（!#$トンクレーン等）あり。

!$%望遠鏡
建設候補地

宿泊研究棟

小型望遠鏡群
（仏伊）

滑走路

ボストーク

#露&'#())%&

#米$

#仏伊$

ダグラス %&'

現地調査#交換科学者$
(")!年)月～(月
（国立極地研究所の紹介）

南極天文台計画の推進：ドームCを使う計画に修正。クラウドファンディングなど一般広報活動強化。
新センター、新コア設置 
=>  2017/10 「宇宙史研究センター」＋「エネルギー物質科学研究センター」＋「数理科学研究コア」 
卓越大学院、　ほか

全学戦略枠要望
　=> 准教授２+ 助教４ 配分
TIMSと新センター設置準備

国立大学機能強化促進経費「革新的エネルギーデバイス開発拠点整備」

2017年度概算要求 (2016/夏) => 採択
2017年度：10,800千円＋TIMS予算

その他の外部資金獲得に向けて
2015 文部科学省海外若手研究者中短期招聘プログラム => 採択（２０万円）江角 
2015 JSPS２国間交流事業 => 採択（H27:184万円）西堀　　　　　　　　　　　ほか

「数学科学研究コア」
数学を礎とした分野横断的な融合研究、各種プロジェクト・国際連携・産学独
連携、並びに、特色を生かした若手人材育成を強力に推進する体制を構築

全学戦略枠要望
　=> 助教２ 配分
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TGSW 2017
session 8-8

4th international workshop 
on 

Universe Evolution and Matter Origin

1st workshop held in 2014. 
Have been hosted by the Research Core for the History of the Universe at 

!"#$"%&'(%&)#$"*%+$",&-"."+%/0
1#&23#,+4"#$+5&6/1"#/"&+#,&7#*1#""%1#*

to shed light on the darkness in the History of the Universe 
through interdisciplinary collaboration of particle physics, nuclear physics and astrophysics. 

17/9/26 K. Kanaya

12 talks (4 from abroad)
41 participants

session 2-2

Catalytic Science and Technology 
for Energy Innovation

8 talks (4 from abroad)
50 participants



2016/12 第６回連携サロン「人工知能」

2016/6　第５回連携サロン「宇宙」
Einstein and de Sitter spacetime  

参考文献：U Moschella, The de Sitter and anti-de Sitter sightseeing tour, Se ́minaire Poincare ́ 1(2005) 1‒12, 
available at http://www.bourbaphy.fr/moschella.pdf 

Step1： Minkowski space のローレンツ計量は次で与える。M5

Step2： その部分多様体であるde Sitter spaceは次である。
ds

2 = �dx

2
0 + dx

2
1 + dx

2
2 + dx

2
3 + dx

2
4

deS =
n

x 2 M5;�x

2
0 + x

2
1 + x

2
2 + x

2
3 + x

2
4 = a

2
o

ds2 = c2dt2 � a(t)2
n dr2

1� kr2
+ r2d✓2 + r2 sin2 ✓d�2

o

k=0 
平坦な宇宙

k=1 
閉じた宇宙

k=-1 
開いた宇宙

Step3： EdeSには次のロバートソン・ウォーカー計量が与られる。

数理連携サロン
分野横断的な研究交流の一助となることをめざし、数学と他分野の相互理解を推進

2017/6　第７回連携サロン「アルゴリズム」

2017/12 第８回連携サロン　予定：「数理科学研究コア」として

2015/12 第４回連携サロン「観測と推論」

2014/11 第１回連携サロン

2015/2　第２回連携サロン 

2015/6　第３回連携サロン



宇宙史サロン

2016/12/12　第１回宇宙史サロン

国立大学機能強化経費「宇宙史の暗黒を照らす国際研究拠点形成」事業 
CiRfSE + CCS 間の連携を密にし、共同研究・融合研究の開拓・促進のため。

2017/8/10　第３回宇宙史サロン

2017/3/21　第２回宇宙史サロン



南極天文台 クラウドファンディング

銀河誕生　Readyfor
で検索

クラウドファンディングで10,000,000円の寄付を募集
【募集期間】6月30日（金）23:00まで

【URL】 https://readyfor.jp/projects/antarctic-telescope
【期間】 2017年4月18日(火)～2017年6月30日(金)　73日間

【ご支援方法】
クレジットカード(VISA / MasterCard / JCB / American Express / Diners)
または銀行振込　※銀行振込の場合は 10,000 円以上のご支援のみ

【協力】

【問合せ】　029-853-4281（研究に関して：筑波大学 中井）
　　　　　03-6801-5767（寄付に関して：Readyfor 丹羽）

宇宙には渦巻銀河や楕円銀河など様々な種類の銀河がありますが、どのように生まれて現在のような姿に
なったかは大きな謎となっています。未だ7割が未発見という暗黒銀河を解明すればその謎は解くことが
できる…。鍵となる世界最先端の技術を搭載した超伝導電波カメラの開発を進め、南極望遠鏡の
建設を目指します。研究費の一部を応援し、歴史が変わるその瞬間のプロジェクトメンバーになってください。

「南極望遠鏡」建設プロジェクトに向けて
最先端の広視野超伝導電波カメラを開発

銀河誕生　Readyfor
で検索

クラウドファンディングで10,000,000円の寄付を募集
【募集期間】6月30日（金）23:00まで

【URL】 https://readyfor.jp/projects/antarctic-telescope
【期間】 2017年4月18日(火)～2017年6月30日(金)　73日間

【ご支援方法】
クレジットカード(VISA / MasterCard / JCB / American Express / Diners)
または銀行振込　※銀行振込の場合は 10,000 円以上のご支援のみ

【協力】

【問合せ】　029-853-4281（研究に関して：筑波大学 中井）
　　　　　03-6801-5767（寄付に関して：Readyfor 丹羽）

宇宙には渦巻銀河や楕円銀河など様々な種類の銀河がありますが、どのように生まれて現在のような姿に
なったかは大きな謎となっています。未だ7割が未発見という暗黒銀河を解明すればその謎は解くことが
できる…。鍵となる世界最先端の技術を搭載した超伝導電波カメラの開発を進め、南極望遠鏡の
建設を目指します。研究費の一部を応援し、歴史が変わるその瞬間のプロジェクトメンバーになってください。

「南極望遠鏡」建設プロジェクトに向けて
最先端の広視野超伝導電波カメラを開発

!茨城県

Readyforトップ › キーワード一覧 › チャレンジ › 行方不明の星たちを探すカギに遂に辿り着く。銀河誕生の謎に迫る

行方不明の星たちを探すカギに遂に辿り着く。銀河誕生の謎に迫る
!チャレンジ !子ども・教育 !テクノロジ

プロジェクトを探す プロジェクトをはじめる はじめての方へ ログイン 新規登録

 ツイートする

寄附総額 12,203,000円
目標金額 10,000,000円

寄附者数 258人
残り日数 終了しました

中井直正（筑波大学 宇宙観測グルー
プ）

寄附型 All or Nothing

プロジェクトが成立しました！
このプロジェクトは

2017年6月30日(金)23:00 に成立しました。

行方不明の星たちを探すカギに遂に辿り着く。銀河誕生の謎に迫る

南極望遠鏡」建設プロジェクトに向けて、広視野超伝導電波カメラを開発する資金調達
南極天文台計画に対する一般からの支持を示すため

寄附型クラウドファンディングサービス「Readyfor Charity」を活用
募集期間：2017年4月18日(火) ～ 6月30日(金) 23:00
目標金額：1,000万円

目標を上回る 12,203,000円を達成！
電波カメラ実機１号機から南極望遠鏡での観測に向けて、素子数を
更に増やし、より高い周波数帯を観測するための技術開発を進める

寄附総額 12,203,000円
目標金額 10,000,000

寄附者数
残り日数 終了しました

中井直正（筑波大学 宇宙観測グルー
プ）

寄附型 All or Nothing

プロジェクトが成立しました！
このプロジェクトは

2017年6月30日(金)23:00 に成立しました。

12,203,000円
10,000,000円

258人

中井直正（筑波大学 宇宙観測グルー



改組・再編



改組の前倒し実施

2016/夏　筑波大学概算要求で、第３期中期目標に向けた構想： 
　＊ 基礎研究の着実な実施 
　＊ イノベーション創出拠点 
　＊ センター改組・改編

H29年度先行整備：朝永センター（仮称）、エネルギーデバイス開発拠点（仮称）
元々、「朝永センター（仮称）」と「白川センター（仮称）」への展開を目指していたが、改組前倒し。

=> CiRfSE＋TIMSを発展的に改組・再編、他のアクティビティーとも連携強化・融合し、 
2017/10 に、
　＊ 宇宙史研究センター （Tomonaga Center for the History of the Universe）
　＊ エネルギー物質科学研究センター （Tsukuba Research Center for Energy Materials Science）
　＊ 数理科学研究コア 
を発足。

国立大学機能強化経費「宇宙史国際研究拠点形成＋朝永センター整備」2016～
国立大学機能強化経費「革新的エネルギーデバイス開発拠点整備」2017～



計算科学研究センター

数理物質系

数理物質系附属センターの改組・再編（2017年度）

学内他部局・センター
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宇宙背景ニュートリノ探索 
南極天文台建設 
クォーク・核物質物性解明 
Higgs精査 
不安定核探査

宇宙史の統一描像の構築 
質量起源・QGP・暗黒物質・
暗黒エネルギー・暗黒銀河の解明
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宇宙史コンソーシアム 
南極天文コンソーシアム

南極
天文台

　　改組

　改組

改組

　改組

改組

　　改組

学際物質科学 
研究センター 
　物質創成分野 
　集積物性分野 
　ナノグリーン機能分野

　　数理物質 
　　　融合科学センター 
宇宙史国際研究拠点
　南極天文部門 
　素粒子構造部門 
　クォーク・核物質部門 
光量子測定器開発推進室 

数理科学研究推進室 

環境エネルギー材料研究拠点 
　エネルギー貯蔵・変換物質部門 
　物質変換材料部門

パワエレ寄付講座

数理科学による基盤技術の強化と人材育成
数学と理工学諸分野の密接な連携による、自然現象や理工学諸分野に現れる問題の数理
モデル化と、それによる数理解析、空間モデルの幾何解析と対称性の研究、高次元デー

タ解析と計算アルゴリズム開発などを推進

クォーク・核物質物性解明 
Higgs
不安定核探査

融合研究の継続 
密接な連携

暗黒エネルギー・暗黒銀河の解明
共同構築

連携 連携 連携

融
合
研
究
企
画
室

連携連携 連携連携 連携

革新的エネルギーデバイス開発拠点
基礎と応用の融合による
イノベーションの牽引

統合的エネルギー貯蔵・変換・制御システムの構築に向けた 
融合物質研究センター 

開 
発 
部 
門 
 
基 
礎 
部 
門 

統合的エネルギー貯蔵・変換・制御システム構築 

異なるエネルギーデバイス技術の融合：基礎学理を通じて初めて可能 

排熱利用 省エネ 

基
礎
と
応
用
の
融
合
に
よ
る
課
題
解
決
と
 

新
原
理
・
新
物
質
の
迅
速
な
応
用
／
展
開
 

=>
  イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
牽
引
 

産業界 

学
理
　
マ
テ
リ
ア
ル
探
索
　
試
作
　
評
価
　
実
装
 

つくば連携 

国際連携 

産業界 

学内連携 

国内連携 

生体熱発電シート 低価格燃料電池 車載用インバータ 

基礎融合リサーチグループ 
基礎研究レベルでの分野融合 

貯蔵 変換 
熱発電 
熱電池 パワエレ 非白金触媒 

制御 

エネルギー・コンソーシアム 
産業ニーズの受信窓口 
産業界への発信母体 

かけはし 白金フリー触媒 
かけはし 熱発電素子 

マテリアル 
分子設計部門 

エネルギー 
物質部門 

電気エネルギー 
制御部門 

かけはし ダイヤモンド 
TIAを活用した
クロスアポ
産学連携

数理科学による基盤技術の強化と人材育成
数学と理工学諸分野の密接な連携による、自然現象や理工学諸分野に現れる問題の数理

異なるエネルギーデバイス技術の融合：基礎学理を通じて初めて可能 

基
礎
と
応
用
の
融
合
に
よ
る
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解
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と
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・
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学
理
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ル
探
索
　
試
作
　
評
価
　
実
装
 

熱電池 

融合研究の継続 
密接な連携

宇宙史研究センター
・南極天文学研究部門 
・素粒子構造研究部門 
・クォーク・核物質研究部門 
・光量子計測器開発部門

エネルギー物質科学研究センター
・マテリアル分子設計部門 
・エネルギー物質部門 
・電気エネルギー制御部門 
・基礎融合リサーチグループ

数理科学研究コア
・対称性と数理構造部門　　・数理現象解析部門
・形状構造分析部門　　　　・高次元統計解析部門 
・人工知能の数学的基礎•応用部門
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QGP物性 
解明

素粒子構造研究
部門

計算科学 
研究センター 

素粒子構造 
研究部門

・LHC 加速器の陽子陽子衝突実験 
ATLAS により，ヒッグス粒子の精査
や素粒子標準理論を超える新粒子・新
現象を探索 
・宇宙背景ニュートリノ崩壊の観測を
目指し，超伝導素子光検出器を開発し，
ロケット実験・衛星実験を実現 
・重力の量子場の理論と素粒子の統一
理論の構築を目指し，超弦理論を研究
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¼1ǹ¶ɑųÜ宇宙背景ν 
探索

宇宙背景ν 
解明

探索

素粒子構造 
研究部門

・LHC 加速器の陽子陽子衝突実験 
ATLAS により，ヒッグス粒子の精査
や素粒子標準理論を超える新粒子・新

・宇宙背景ニュートリノ崩壊の観測を
目指し，超伝導素子光検出器を開発し，
ロケット実験・衛星実験を実現 
・重力の量子場の理論と素粒子の統一
理論の構築を目指し，超弦理論を研究

南極 
天文台

宇宙背景ν 
探索

クォーク・核物質 
研究部門 

・原子核衝突実験により、宇宙初期や
中性子星内部の高温・高密度物質：
クォーク・グルーオン・プラズマ
(QGP)を探求
・不安定核の質量測定により、ウラン
を含む鉄より重い重元素の半分を生成
したと考えられるRプロセスの経路を
解明
・QGPと原子核の強結合特性をQCD
第一原理から予言

クォーク・核物質 

・原子核衝突実験により、宇宙初期や

・不安定核の質量測定により、ウラン
を含む鉄より重い重元素の半分を生成

・QGPと原子核の強結合特性をQCD・QGPと原子核の強結合特性をQCD

南極天文学 
研究部門

・高精度望遠鏡を南極高原地帯に設置
し、暗黒銀河等を探索し、南極天文学
を推進
・鹿島34m鏡、野辺山45m鏡、アル
マ等の望遠鏡を用いた、銀河、銀河
系、宇宙構造等の観測的研究 
・宇宙・銀河等の構造と進化の理論的
研究

・高精度望遠鏡を南極高原地帯に設置
し、暗黒銀河等を探索し、南極天文学

・鹿島34m鏡、野辺山45m鏡、アル
銀河、銀河

・宇宙・銀河等の構造と進化の理論的

光量子計測器 
開発部門 

・エネルギー物質科学研究センター
と連携して、TIA 光・量子計測(TIA-
ACCELERATE) の筑波大学拠点を
構成し、宇宙史研究センター各部門
で共有する超伝導体検出器、SOI技
術などの光量子計測器の開発基盤を
提供

エネルギー物質科学研究センター
TIA-ACCELERATE ほか

���
������	��
����

筑波大学

宇宙史研究センター
!"#"$%&%'()$*)+',"+'*-)'./0*"+1'",'*-)'2$/3)+0)

稀少RIリング 

http://www.pas.tsukuba.ac.jp/~TCHoU/
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まとめ

CiRfSE:  2014/9 数理物質系の学術センターとして発足 
文科省 => 大学 => 系への投資の attractor/recepter
同時に、外部資金獲得の活動中心　として 
自立に向け、研究成果蓄積と組織構築
ミッションに従い概算要求活動　=> 宇宙史分野、環境エネルギー分野で予算獲得 
2018年度 中間評価、2023年度 最終評価 の予定だったが、予算獲得の結果として、改組前倒し
=> 2017年度！ 
2017/9/30 で、CiRfSE ＋ TIMS を改組・再編 
2017/10/1 に、宇宙史研究センター（朝永センター）, エネルギー物質科学研究センター を設立 
３年１ヶ月の短い期間だったが、部門間、拠点間の共同研究もいくつか始まった。CiRfSEで進めた
分野連携・融合分野開拓は、系の融合研究企画室で引き続き推進する。

数理物質融合科学センター 
Center for Integrated Research in Fundamental Science and Engineering

共用施設室 
Office of Shared Facilities

連携支援室 
Office of International 
Innovation Interface

運営協議会 
Steering Committee

センター運営室 
Office of Administration

融合研究企画室 
Design Office of Integrated Research

センター長 Director

学際物質科学研究センター (TIMS)計算科学研究センター (CCS) ・・・

宇宙史国際研究拠点 
Research Core for the History 

of the Universe
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環境エネルギー材料研究拠点 
Research Core for Developing Energy 
and Environment-friendly Materials
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計算科学研究センター

数理物質系

数理物質系附属センターの改組・再編（2017年度）

学内他部局・センター
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宇宙背景ニュートリノ探索 
南極天文台建設 
クォーク・核物質物性解明 
Higgs精査 
不安定核探査

宇宙史の統一描像の構築 
質量起源・QGP・暗黒物質・ 
暗黒エネルギー・暗黒銀河の解明
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宇宙史コンソーシアム 
南極天文コンソーシアム

 
天文台

　　改組

　改組

改組

　改組

改組

　　改組　　改組

学際物質科学 
研究センター 
　物質創成分野 
　集積物性分野 
　ナノグリーン機能分野

　　　数理物質 
　　　融合科学センター 
宇宙史国際研究拠点 
　南極天文部門 
　素粒子構造部門 
　クォーク・核物質部門 
光量子測定器開発推進室 

数理科学研究推進室 

環境エネルギー材料研究拠点 
　エネルギー貯蔵・変換物質部門 
　物質変換材料部門

パワエレ寄付講座

数理科学による基盤技術の強化と人材育成 
数学と理工学諸分野の密接な連携による、自然現象や理工学諸分野に現れる問題の数理
モデル化と、それによる数理解析、空間モデルの幾何解析と対称性の研究、高次元デー

タ解析と計算アルゴリズム開発などを推進

クォーク・核物質物性解明 
Higgs
不安定核探査

融合研究の継続 
密接な連携

暗黒エネルギー・暗黒銀河の解明
共同構築

連携 連携 連携

融
合
研
究
企
画
室

連携連携 連携連携 連携

革新的エネルギーデバイス開発拠点 
基礎と応用の融合による 
イノベーションの牽引

統合的エネルギー貯蔵・変換・制御システムの構築に向けた 
融合物質研究センター 

開 
発 
部 
門 
 
基 
礎 
部 
門 

統合的エネルギー貯蔵・変換・

異なるエネルギーデバイス技術の融合：基礎学理を通じて初めて可能 

排熱利用 省エネ 

基
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国内連携 

生体熱発電シート 低価格燃料電池 車載用インバータ 

基礎研究レベルでの分野融合 

貯蔵 変換 
熱発電 
熱電池 パワエレ 非白金触媒 

制御 

エネルギー・コンソーシアム 
産業ニーズの受信窓口 
産業界への発信母体 

かけはし 白金フリー触媒 
かけはし 熱発電素子 

マテリアル 
分子設計部門 

エネルギー 
物質部門 

電気エネルギー 
制御部門 

かけはし ダイヤモンド 
TIAを活用した 
クロスアポ 
産学連携

数理科学による基盤技術の強化と人材育成
数学と理工学諸分野の密接な連携による、自然現象や理工学諸分野に現れる問題の数理

異なるエネルギーデバイス技術の融合：基礎学理を通じて初めて可能 
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熱電池 

融合研究の継続 
密接な連携

宇宙史研究センター 
・南極天文学研究部門 
・素粒子構造研究部門 
・クォーク・核物質研究部門 
・光量子計測器開発部門

エネルギー物質科学研究センター 
・マテリアル分子設計部門 
・エネルギー物質部門 
・電気エネルギー制御部門 
・基礎融合リサーチグループ

数理科学研究コア 
・対称性と数理構造部門　　・数理現象解析部門 
・形状構造分析部門　　　　・高次元統計解析部門 
・人工知能の数学的基礎•応用部門

CiRfSEへの大きな支援、ありがとうございました。 
CiRfSEの活動は、新センター、新コアで継続します。 

今後ともよろしくお願い致します。


